
 今年の夏も猛暑日が続いています。読得vol.35「増え続けるビール消費量」内で、先
進国のビール消費量が伸び悩み、新興国が力強い成長を見せているとお伝えしましたが、
これはビールに限った話ではありません。 
 
 ビール同様、夏場の消費拡大が見込まれるのが炭酸飲料です。近年の猛暑の影響で、
日本国内の炭酸飲料の消費量は４年連続の伸びを見せました。しかし世界的に見ると、
市場競争の激化などから先進国は伸び悩みや減少傾向が見られます。たとえばアメリカ
の２００９年の炭酸飲料販売量は、５年前と比べて１１％減少したそうです。 
 
 一方、著しい成長を見せているのがアジア地域をはじめとする新興国市場です。ペ
ルーの清涼飲料大手であるアへグループは「ビッグ・コーラ」をインドで発売しました。
価格は競合各社よりも安く、インドのコーラ戦争が激化すると見込まれています。さら
に、世界の炭酸飲料シェアの第１位である「コカ・コーラ」ブランドの２０１０年７～
９月の販売量が、新興国で増加。前年同期比でロシアが３４％増、ブラジルが１４％増
となりました。特にロシアは、通年でも約２６％の伸びを達成しています。 
 
 今後、炭酸飲料市場の伸びが新興国の勢いを示すバロメーターにもなりそうです。 
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コカ・コーラ社製品の一人当たり消費量（２０１０年） 
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